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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公表番号】特表2008-501632(P2008-501632A)
【公表日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-003
【出願番号】特願2006-552676(P2006-552676)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/32    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｋ  47/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/48    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/20    　　　　
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   Ａ６１Ｋ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/44    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０３　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月11日(2008.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脳障害、脳損傷または脳疾患の予防または治療用の薬物の調製におけるＧＡＬＲ２特異
的作動薬の使用方法。
【請求項２】
　脳障害または脳損傷が、塞栓性脳卒中、血栓性脳卒中、または出血性脳卒中；脳または
脊髄への直接的または間接的な外傷または外科手術；心肺バイパス手術または腎臓透析中
の脳への虚血性損傷または塞栓性損傷；心筋梗塞に伴う再潅流脳損傷；脳疾患；免疫学的
損傷；化学的損傷；または放射線損傷；のうちの１つによって引き起こされる、請求項１
に記載の使用方法。
【請求項３】
　免疫学的損傷が細菌またはウイルス感染の結果である、請求項２に記載の使用方法。
【請求項４】
　化学的損傷が過剰なアルコール消費または癌治療のための化学療法薬剤の投与の結果で
ある、請求項２に記載の使用方法。
【請求項５】
　放射線損傷が放射線療法の結果である、請求項２に記載の使用方法。
【請求項６】
　脳疾患がアルツハイマー病、パーキンソン病、多発性硬化症または変異型クロイツフェ
ルト・ヤコブ病のうちの１つである、請求項１または２に記載の使用方法。
【請求項７】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がガラニンのアミノ酸配列の一部分を含むポリペプチドである
、請求項１－６のいずれか一項に記載の使用方法。
【請求項８】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がＡＲ－Ｍ１８９６である、請求項７に記載の使用方法。
【請求項９】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が非ペプチドの小さな化学物質である、請求項１－６のいずれ
か一項に記載の使用方法。
【請求項１０】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１００μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を
有すると共に、ＧＡＬＲ１に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大きい結合特異性を
有する、請求項１－９のいずれか一項に記載の使用方法。
【請求項１１】



(3) JP 2008-501632 A5 2008.3.6

　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、ＧＡＬＲ３に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大き
い結合特異性を有する、請求項１０のいずれか一項に記載の使用方法。
【請求項１２】
ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を有する
、請求項１０または１１に記載の使用方法。
【請求項１３】
　非ヒト動物において脳障害、脳損傷または脳疾患を予防または治療する方法であって、
そのような予防または治療を必要とする個体に有効量のＧＡＬＲ２特異的作動薬を投与す
ることを含む、方法。
【請求項１４】
　脳障害または脳損傷が、塞栓性脳卒中、血栓性脳卒中、または出血性脳卒中；脳または
脊髄への直接的または間接的な外傷または外科手術；心肺バイパス手術または腎臓透析中
の脳への虚血性損傷または塞栓性損傷；心筋梗塞に伴う再潅流脳損傷；脳疾患；免疫学的
損傷；化学的損傷；または放射線損傷；のうちの１つによって引き起こされる、請求項１
３に記載の方法。
【請求項１５】
　免疫学的損傷が細菌またはウイルス感染の結果である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がガラニンのアミノ酸配列の一部分を含むポリペプチドである
、請求項１３－１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がＡＲ－Ｍ１８９６である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が非ペプチドの小さな化学物質である、請求項１３－１５のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１００μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を
有すると共に、ＧＡＬＲ１に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大きい結合特異性を
有する、請求項１３－１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、ＧＡＬＲ３に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大き
い結合特異性を有する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を有す
る、請求項１９または２０に記載の方法。
【請求項２２】
　脳障害、脳損傷または脳疾患を予防または治療する化合物の候補を選択する方法であっ
て、少なくとも１つの試験化合物はＧＡＬＲ２特異的作動薬であるか否かを決定し、少な
くとも１つの試験化合物がＧＡＬＲ２特異的作動薬である場合に該少なくとも１つの試験
化合物を候補化合物として選択することを含む、方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの試験化合物が、０から１００μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合
親和性と、ＧＡＬＲ１に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大きい特異性で、ＧＡＬ
Ｒ２に結合することが決定される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つの試験化合物が、ＧＡＬＲ３に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よ
りも大きい特異性で、ＧＡＬＲ２に結合することが決定される、請求項２３に記載の方法
。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの試験化合物が、０から１μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和



(4) JP 2008-501632 A5 2008.3.6

性でＧＡＬＲ２に結合することが決定される、請求項２３または２４に記載の方法。
【請求項２６】
　ＧＡＬＲ２がヒトＧＡＬＲ２の少なくとも一部分を含む、請求項２２－２５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２７】
　ＧＡＬＲ２が完全長のヒトＧＡＬＲ２である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　ＧＡＬＲ２が非ヒトＧＡＬＲ２の少なくとも一の部分を含む、請求項２２－２５のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　ＧＡＬＲ２がラットＧＡＬＲ２またはマウスＧＡＬＲ２である、請求項２８に記載の方
法。
【請求項３０】
　ＧＡＬＲ２が完全長ＧＡＬＲ２である、請求項２８または２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ＧＡＬＲ２がキメラ受容体構築物である請求項２２－２５のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項３２】
　試験化合物の選択がハイスループットスクリーニング検定によりスクリーニングされる
、請求項２２－３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　脳障害、脳損傷または脳疾患の予防または治療に使用される医薬組成物であって、
　有効量の少なくとも１つのＧＡＬＲ２特異的作動薬または医薬として許容されるその塩
を含む医薬組成物。
【請求項３４】
　医薬として適切なアジュバント、キャリアまたは賦形剤をさらに含む請求項３３に記載
の医薬組成物。
【請求項３５】
　脳障害または脳損傷が、塞栓性脳卒中、血栓性脳卒中、または出血性脳卒中；脳または
脊髄への直接的または間接的な外傷または外科手術；心肺バイパス手術または腎臓透析中
の脳への虚血性損傷または塞栓性損傷；心筋梗塞に伴う再潅流脳損傷；脳疾患；免疫学的
損傷；化学的損傷；または放射線損傷；のうちの１つによって引き起こされる、請求項３
３または３４に記載の医薬組成物。
【請求項３６】
　免疫学的損傷が細菌またはウイルス感染の結果である、請求項３５に記載の医薬組成物
。
【請求項３７】
　化学的損傷が過剰なアルコール消費または癌治療のための化学療法薬剤の投与の結果で
ある、請求項３５に記載の医薬組成物。
【請求項３８】
　放射線損傷が放射線療法の結果である、請求項３５に記載の医薬組成物。
【請求項３９】
　脳疾患がアルツハイマー病、パーキンソン病、多発性硬化症または変異型クロイツフェ
ルト・ヤコブ病のうちの１つである、請求項３３－３５のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項４０】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がガラニンのアミノ酸配列の一部分を含むポリペプチドである
、請求項３３－３９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項４１】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬がＡＲ－Ｍ１８９６である、請求項４０に記載の医薬組成物。
【請求項４２】
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　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が非ペプチドの小さな化学物質である、請求項３３－３９のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項４３】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１００μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を
有すると共に、ＧＡＬＲ１に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大きい結合特異性を
有する、請求項３３－４２のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項４４】
ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、ＧＡＬＲ３に比べてＧＡＬＲ２に対して３０倍よりも大きい
結合特異性を有する、請求項４３に記載の医薬組成物。
【請求項４５】
　ＧＡＬＲ２特異的作動薬が、０から１μＭの間のＧＡＬＲ２に対する結合親和性を有す
る、請求項４３または４４に記載の医薬組成物。
【請求項４６】
　経口または非経口的に投与される、請求項３３－４５のいずれか一項に記載の医薬組成
物。
【請求項４７】
　注射により、無針装置により、吸入スプレーにより、局所に、直腸に、経鼻で、口腔に
、膣内に、または埋設したリザーバを介して投与される、請求項４６に記載の医薬組成物
。
【請求項４８】
　細胞死を抑制する方法であって、細胞死を抑制するのに有効な量のＧＡＬＲ２特異的作
動薬と細胞を接触させることを含む、方法。
【請求項４９】
　前記細胞がニューロンである、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記細胞は中枢神経系由来のニューロンである、請求項４８または４９に記載の方法。
【請求項５１】
　前記細胞は海馬または皮質のニューロンである、請求項４８、４９または５０に記載の
方法。
【請求項５２】
　前記細胞がヒト細胞である、請求項４８～５１のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明の第２の態様によれば、非ヒト動物において脳障害、脳損傷または脳疾患を予防
または治療する方法であって、そのような予防または治療を必要とする個体に有効量のＧ
ＡＬＲ２特異的作動薬を投与することを含む方法が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　本発明の第３態様によれば、脳障害、脳損傷または脳疾患を予防または治療する化合物
の候補を選択する方法であって、少なくとも１つの試験化合物はＧＡＬＲ２特異的作動薬
であるか否かを決定し、少なくとも１つの試験化合物がＧＡＬＲ２特異的作動薬である場
合に該少なくとも１つの試験化合物を候補化合物として選択することを含む方法が提供さ
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れる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の第４態様によれば、脳障害、脳損傷または脳疾患の予防または治療に使用され
る医薬組成物であって、
　有効量の少なくとも１つのＧＡＬＲ２特異的作動薬または医薬として許容されるその塩
を含む組成物が提供される。医薬組成物は好ましくは医薬として適切なアジュバント、キ
ャリアまたは賦形剤をさらに含む。
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